
徳
川
家
康
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
房
総
で

は
、
本
多
忠
勝
が
大
多
喜
10
万
石
の
城
主
に
な

り
、
そ
の
領
地
の
一
部
で
あ
っ
た
一
宮
で
、
内

藤
四
郎
左
衛
門
正
成
が
城
代
を
務
め
ま
す
。

江
戸
中
期
、
一
宮
は
徳
川
吉
宗
に
仕
え
て
い

た
加
納
藩
9
代
久
通
が
一
万
石
の
大
名
と
し
て

治
め
る
こ
と
に
。
以
後
、
加
納
家
は
16
代
久
宜

（
の
ち
の
一
宮
町
長
）
ま
で
、
陣
屋
や
農
業
用

水
と
し
て
洞
庭
湖
の
造
成
、
海
岸
防
備
の
た
め

徴
兵
制
度
の
整
備
や
砲
台
の
設
置
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
一
宮
本
郷
村
な
ど
の
10
村
を
分
郷
支

配
し
ま
し
た
。

一
宮
で
も
行
わ
れ
て
い
る
九
十
九
里
浜
の
地

曳
網
は
、
戦
国
時
代
に
紀
州
か
ら
伝
え
ら
れ
た

の
が
起
源
と
さ
れ
、
幕
府
の
保
護
も
あ
っ
て
、

江
戸
後
期
文
化
文
政
〜
天
保
の
こ
ろ
は
か
な
り

の
漁
獲
高
で
、
昭
和
40
年
代
頃
ま
で
は
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

玉前神社　蓬莱鏡（町指定有形文化財）

玉前神社社殿（県指定有形文化財）加納久宜公の墓（町指定史跡）

皇女和宮の御駕篭（町指定有形文化財）（上）／高藤山城址と古蹟の碑
（町指定史跡）（下）

平
家
と
の
抗
争
に
破
れ
、
房
州
に
逃
げ
延
び

た
源
頼
朝
。
彼
が
頼
り
に
し
た
の
が
、
千
葉
亥

鼻
城
の
下
総
介
千
葉
常
胤
と
、
高
藤
山
（
一
ノ

宮
柳
沢
城
）に
い
た
上
総
介
平
広
常
で
し
た
。

頼
朝
の
要
請
に
応
じ
て
、
広
常
が
動
員
し
た
兵

は
2
万
。
頼
朝
が
率
い
た
軍
勢
3
万
の
う
ち
の

3
分
の
2
が
、
い
ま
の
長
生
・
夷
隅
・
君
津
の

3
郡
か
ら
集
め
ら
れ
た
広
常
の
軍
勢
だ
っ
た
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
力
の
程
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
後
、
広
常
が
頼
朝
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま

う
と
、
常
胤
の
孫
・
常
秀
が
居
城
と
し
た
時
代
を

経
て
柳
沢
城
は
廃
虚
に
。
今
で
は
高
藤
山
城
址

と
古
蹟
之
碑
が
残
る
の
み
で
す
。

ま
た
戦
国
時
代
末
期
に
要
塞
の
山
城
と
し
て

築
か
れ
た
一
宮
城
は
、
里
見
氏
と
正
木
氏
の
争

い
に
よ
っ
て
永
禄
5
年
頃
、
落
城
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

次
々
と
城
主
が
変
わ
る
と
い
う
戦
国
末
期
の

房
総
の
地
域
抗
争
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た

の
が
、
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
と
徳
川
家
康
の

関
東
攻
め
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
房
総
の
群

雄
割
拠
も
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

中
世

近
世
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梅樹双雀鏡（国指定重要文化財）




